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あったかい豚汁のサービス 

鯛第13回ごしょがわら 

産業まつり 
第3回ごしょがわら 

菊まつり 健康づく りコーナー 

するめや地酒の振る舞いで談笑する乗客 

市
民
体
育
館
と
菊
ケ
丘
水
郷
公
園

を
会
場
に
、
十
一
月
二
、
三
日
の
両

日
第
＋
三
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま

つ
り
と
第
三
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
産
業
ま
つ

り
で
は
、
農
林
産
物
共
進
会
や
西
北

五
物
産
観
光
展
、
演
芸
大
会
、
豚
汁

の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
菊
ま
つ
り

で
は
、
公
園
内
に
約
一
万
本
の
菊
が

飾
ら
れ
、
特
に
市
農
協
花
き
部
会
の

切
り
花
や
羽
野
木
沢
小
、
長
橋
小
の

児
童
ら
が
育
て
た
大
輪
の
鉢
植
え
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

市
民
の
力
作
が
ズ
ラ
リ
 

ー
第
「
干
六
回
 

市
民
総
合
文
化
祭
ー
 

市
民
の
文
化
活
動
の
成
果
を

一
堂

に
集
め
た
「
第
三
十
六
回
市
民
総
合

文
化
祭
」
が
十
月
二
十
七
日
か
ら
十

一
月
十
日
ま
で
中
央
公
民
館
を
主
会

場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
書
道
・
絵
画
・
盆
栽

な
ど
の
作
品
展
示
と
民
謡
・
三
味
線

の
舞
台
発
表
が
あ
り
訪
れ
た
市
民
は
、
 

見
事
な
作
品
と
演
技
に
感
心
し
て
い

ま
し
た
。
 

津
軽
の
冬
の
風物
詩
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
出
発
進
行
ー
 

津
軽
の
冬
の
風
物
詩
・
津
軽
鉄
道
 

「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
が
十

一
月
一
日
、
 

今
年
度
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
津
軽
五
所
川
原
駅
で
三
和

満
津
軽
鉄
道
社
長
、
乗
客
代
表
の
秋

元
祥
郎
さ
ん
（
六三
歳
）目
金
木
町
H
 

ら
五
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
出

発
を
祝
い
ま
し
た
。
乗
客
約
三
十
人

を
乗
せ
た
一
番
列
車
で
は
、
客
車
内

の
ニ
カ
所
に
置
か
れ
た
だ
る
ま
ス
ト
 

ー
ブ
で
暖
を
と
り
な
が
ら
地
酒
や
す

る
め
の
振
る
舞
い
に
話
を
弾
ま
せ
て

車
窓
か
ら
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ス
ト
ー
ブ
列
車
は
来
年
三
R
 

ま
で
、
一
旦
一
往
復
運
行
さ
れ
ま
す
。
 

全
国
で
も
珍
ら
し
い
米
倉
の
 2
 

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
 

ザ
ー
ル
・
カ
ザ
ン
・
こ
め
ぐ
ら
 

オ
ー
フ

ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
 

＋
月
二
十
七
日
、
市
内
羽
野
木
沢

の
阿
部
育
也
さ
ん
所
有
の
約
百
年
前

の
米
倉
を
改
造
し
た
ホ
ー
ル
「
ザ

ー
 

ル
・カ
ザ
ン
・
こ
め
ぐら
」
（
約
三
＋
坪）
 

の
オ
1
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
者
は
、
ザ
ル
ツ

ブ
ル
ク
音
楽
大
学
教
授
の
（
ル
ヴ
ィ

ッ
ク
、ツ
ァ
ッ
ク
さ
ん
（
バイ
オ
リ
ン

演
奏
）
、菅
野
美
奈
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
演

奏
）
の
両
名
で
、
約
百
三
十
名
の
聴

衆
者
は
、
米
倉
独
特
の
反
響
音
で
聴

く
調
べ
に
う
っ
と
り
と
し
て
い
ま
し

た
。
阿
部
さ
ん
は
、
今
後
は
「
ザ

ー
 

ル
・カ
ザ
ン

・
こ
め
ぐ
ら
」
の
ホ
ー
ル

を
演
奏
者
に
無
料
で
開
放
す
る
予
定

で
す
。
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
電
話

番
号
 
〇
一
七
七
（
八八
）
四
九
九
一

吉
崎
則
夫
さ
ん
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

みごとな秋の収穫 

ひようたんで作った作品も展示 

菊と子どもたち 

平成 8年11月15日 
オープニングコンサート会場 



な
つ
か
し

の
ふ
る
さ
と

ー
 

「わ
・
五

所
川
原
会
総
会

」
 

表彰された木立さん 

総会会場では津軽の風景写真も展示 

ビンゴゲームで何が当たるのかな 

火

歓
火
現
場
協

力
麟

隣
議
麟
 

功
労
者
表
彰
 

弘
南
バ
ス
運
転
手
木

立
さ
ん
 

五
所
川
原
地
区消
防
事
務
組
合
（
管

理
者
佐
々
木
市
長
）
は
十
月
二
十
五

日
、
弘
南
バ
ス
運
転
手
木
立茂
さ
ん
 

（
五一
一歳
）H
青
森
市
在
住
H
を
火
災

現
場
協
力
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま

し
た
。
木
立
さ
ん
は
十
月
十
三
日
早

朝
、
市
内
福
山
を
バ
ス
で
走
行
中
カ

ヤ
屋
根
か
ら
煙
が
見
え
た
の
で
バ
ス

を
停
車
さ
せ
乗
客
に
理
解
を
得
た
う

え
バ
ス
に
取
り
付
け
て
い
る
消
火
器

を
持
っ
て
現
場
に
行
き
消
火
活
動
を

行
い
火
事
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
佐
々
木
市
長
が
木
立
さ

ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
初
期

消
火
を
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。
木
立
さ
ん
は
「
乗
客
に
 

『
運
行
時
間
は
遅
ら
せ
な
い
か
ら
』
 

と
断
っ
て
現
場
に
走
り
ま
し
た
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
高
松
」
を
会
場
に
、
十

月
二
十
六
日
、
首
都
圏
在
住
の
五
所

川
原
出
身
者
で結
成
し
て
い
る
「わ

・

五
所
川
原
会
」
 
（
山本
和
夫
会
長
）
 

の
平
成
八
年
度
総
会
が
約
百
人
の
出

席
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
、佐
々
木
市
長
、小
山
内

助
役
、
川
村
商
工
会
議
所
会
頭
ら
も

出
席
し
、
こ
の
一
年
間
の
五
所
川
原

の
出
来
事
や
本
年
か
ら
開
始
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
、
誘
致
企
業
の
説
明
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
ひ
さ
し
ぶ
 
 

り
に
会
っ
た
友
人
と
の
ふ
る
さ
と
談

議
に
花
を
咲
か
せ
、
昔
を
な
「
か
し

み
「津
軽
」ざ
を
話
し
て
い
る
人
も
い

ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
特
産
品
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
当

た
る
た
び
に
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で

盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

「わ
・
五
所
川
原
会
」
は
、
五
所

川
原
出
身
者
が
親
睦
を
深
め
、
故
郷

を
語
り
、
ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
に

協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
平
成

五
年
に
発
足
し
た
も
の
で
、
会
員
は

三
百
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
 
 

第
七
次

全
国
市
長
会

代
表
 

日
中友
好訪
問団
 

仏
々
木
市

長
参
加
 

全
国
市
長
会
副
会
長
を
務
め
る
佐

々
木
市
長
は
、
去
る
十
月
二
十
九
日

か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
の
十
日
間
、
 

全
国
市
長
会
日
中
友
好
訪
問
団
団
長

と
し
て
北
京
、
重
慶
、
武
漢
、
上
海

等
中
国
の
主
要
都
市
を
歴
訪
し
、
各

地
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
日
中
の

友
好
親
善
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

政
府
要
人
等
を
表
敬
訪
問
し
、
都

市
行
政
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
と

と
も
に
中
国
各
地
で
そ
の
躍
進
ぶ
り

を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
て
帰
庁
し
た
佐

々
木
市
長
は
、「団
長
と
し
て
の
任
務

を
果
た
す
と
と
も
に
変
貌
す
る
中
国

の
姿
を
じ
か
に
見
聞
出
来
大
変
参
考

に
な
っ
た
。
特
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
中
国
の
近
代

化
政
策
に
触
れ
た
こ
と
は意
義
深
く

今
回
の
視
察
結
果
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
ま
い
り
た
い
。」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

曾
意の
花
か④験
・
 

ど
う
も
あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
須
藤
れ
ん
さ
ん

（福
山
字
広
富

一
四
一
）
H
十
万
円
。
 

〇
茶
道
遠
州
会
津
軽
西
海
支
部
 

（菊
池
宗
雲
支
部
長
）
H
五
万
円
。
 

〇
囲
中
三
H
か
さ
外
十
二
点
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中学
校
 
生
徒

会
・
J
R
c
委
員
会
H
八
万
一
一
千1
11
 

百
五
十
九
円
。
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組
合
 
チ
ャ

リ
テ
ィ

ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ実
行

委
員
長
 
畠山
三
郎
さ
ん
H
＋
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

葛
西
昭
雄
代
表
H
寄
贈

（
オー
ジ
オ

メ
ー
タ
ー
ー台
）
。
 

〇
東
北
電
力
株
式
会
社
五
所
川
原

営
業
所

（高
坂
芳
男
所
長
）
H
寄
贈
 

（
自動
点
滅
器
四
十
個
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
（
 

〇
医
療
法
人
社
団
清
泉
会
布
施
病

院

（布
施
清
一
院
長
）
H
三
＋
万
円
。
 

寄附をする畠山実行委員長 

3 平成8年11月15日 



ご
み
袋
指
定
制
度
か
ら

ー
カ
月
 

ご
み
の
量
が
減
り
ま
し
た
 

（トン） 

資料一市生活環境課 

年 	月 
燃やせる 
ご 	み 

燃やせな
いごみ 

計 

平成7年 
10月1日～31日 

1,152 404 1,556 

平成8年 
10月1日～31日 

791 362 1,153 

差 361 42 403 

4
 

平成8年11月15日 

〇
四
〇
三
ト
ン
の
ご
み
が
減
っ
た

市
で
は
十
月
一
日
よ
り
ご
み
の
減

量
化
と
街
の
美
化
の
た
め
、
ご
み
袋

指
定
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
表
の

よ
う
に
ご
み
の
量
が
減
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ご
み
袋
が
指
定
さ
れ
た
十
月
を
平

成
七
年
＋
月
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
 

ー
カ
月
で
四
〇
三
ト
ン
、
 一
日
平
均

十
三
ト
ン
の
ご
み
の
減
量
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
の
同
時
期
に
比
べ

る
と
約
四
分
の
ー
の
ごみ
の
量
が
減

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〇
町
内
会
長
の報
告
か
ら
 

①
ご
み
減
量
推
進
員
が
集
積
所
に
立

ち
ル
ー
ル
を
指
導
し
た
こ
と
が
大
き

な
成
果
を
生
ん
で
い
る
。
 

②
ご
み
袋
が
統
一
さ
れ
た
の
で
集
積

所
が
き
れ
い
に
な
「
た
。
さ
ら
に
集

積
所
を
町
内
で
整
備
・
清
掃
す
る
よ

う
に
な
「
た
。
 

③
ご
み
の
分
別
を
す
る
こ
と
に
よ
り

び
ん
や
缶
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
む
町
内
が
増
え
て

き
た
。
 

今
後
の
課
題
 

①
誰
も
見
て
い
な
い
夜
中
や
日
曜
日

の
昼
に
ご
み
を
捨
て
て
い
る
。
 

②
通
勤
途
中
や
出
か
け
た
「
い
で
に

ほ
か
の
町
内
の
集
積
所
に
勝
手
に
捨

て
て
い
る
。
 

※
町
内
会
長
さ
ん
た
ち
は
、
誰
が
捨

て
て
い
る
の
か
お
よ
そ
の
見
当
が
つ

い
て
お
り
、
今
は
そ
の
方
々
の
自
覚

と
協
力
を
待
っ
て
い
ま
す
0
 

市
と
し
て
は
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

目
に
余
る
よ
う
な
集
積
所
は
町
内
会

長
と
相
談
し
、
そ
の
地
域
の
個
別
訪

問
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
制
度
の
定
着
を
図
る
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
U
 

編
黛

麟
 

狼
野
長
根
公
園
の
清
掃
奉
仕
 

青
森
県
損
害
保
険
代
理
業
協
会
五

所
川
原
支
部
（
博
法谷
公
二
支
部
長
）
 

会
員
有
志
が
、
十
月
十
九
日
に
公
園

内
と
国
道
一
〇
一
号
の
清
掃
奉
仕
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

岩
木
川
河
川
公
園
の
清
掃
奉
仕
 

サ
ン
エ
ス
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

（
大
島康
幸
所
長
）
の
従
業
員
と
そ

の
家
族
総
勢
三
十
五
人
が
十
月
二
十

七
日
、
岩
木
川
河
川
敷
（
乾
橋
）
下

流
を
清
掃
奉
仕
し
ま
し
た
。
 
 

イ
ベ
ン
ト
と
観
光
事
業
推
進
委
員
会

提
言
内
容

【
一
】
 

イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
つ
い
て
 

m
春
は
「
赤
5
い
り
ん
ご
の
花
ま
「
 

り
」
、
 夏
は
「
虫
お
く
り
と
火
ま

つ
り
」
、
 秋
は
「
河
川
ま
「
り
」
、
 

と
い
っ
た
代
表
的
な
ま
つ
り
に
P
 

R
等
力
を
入
れ
さ
ら
に
推
進
す
べ

き
で
あ
る
。
 

②
イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
同
じ
形
式
で
あ

り
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
 

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、社
団
法

人
五
所
川
原
市
観
光
協
会
と
協
議
し

な
が
ら
市
民
が
一
層
楽
し
め
る
も
の

と
し
て
い
く
た
め
に
工
夫
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

提
言
内
容

【
ニ】
 

広
域
的
観
光
・
P
R
に
つ
い
て
 

①
西
北
五
地
域
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
日

程
等
が
重
な
る
の
で
、
広
域
的
調

整
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
 

②
近
隣
町
村
を
含
め
た
広
域
的
な
観

光
P
R
を
積
極
的
に
行
い
、
当
市

は
、
宿
泊
・
滞
在
拠
点
と
し
て
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
 

西
北
五
観
光
物
産
協
議
会
（
西
北

五
、十
五
市
町
村
で
構
成
）
で
は
、西

北
五
の
観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
広
域

的
観
光
を
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
0
 

提
言
内
容

【三
】
 

P
R
等
・
そ
の
他
に
つ
い
て
 

m
観
光
案
内
板
の
設
置
を
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
。
 

②
虫
お
く
り
の
虫
人
形
を
J
R
上
野

駅
で
展
示
P
R
し
た
こ
と
は
、
高

い
関
心
を
集
め
た
。
 

⑧
五
所
川
原
の
歴
史
を
継
承
し
、
先

人
か
ら
若
者
に
引
き
継
ぎ
発
展
さ

せ
て
い
く
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
 

観
光
案
内
板
は
、
狼
野
長
根
に
一

基
あ
り
ま
す
が
今
後
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

道
路
標
示
板
を
増
設
し
て
各
施
設
（
 

の
案
内
に
努
め
ま
し
た
。
 

J
R
上
野
駅
の
虫
人
形
展
示
は
、
 

今
年
度
も
実
施
し
毎
年
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
青

森
空
港
に
七
、
八
月
の
ニ
カ
月
間
、
 

虫
人
形
展
示
を
行
い
P
R
し
ま
し
た
。
 

第
一
一
回
 

ョ
 

『
に
ぎ
わ
い

の
街

・
五
百
人
委
員
会
』
」
 

経

過
報

告

（瓦
3
）
」
 

戸
 

r
 



これからの五所川原へ期待 注目される五所川原のパワー 

津軽親善大使紹介コーナー 

 

No. 13 

虹の架け橋 

蛇の架け多 
/
／一一  
～五所川原へのメッセージ～ 

か 	さし、 	 つとむ 

	

葛 西 	勉さん（49歳） 

陸奥新報社東京支社長 

東京都中央区銀座3-il司6 

五所川原市を離れて12年。 さすがに故郷が

懐かしい。 この間、青森県としては白神山地

の世界遺産認定、三内丸山遺跡の大発見など

全国でも屈指の話題県となった。 

そして、わが五所川原市においても、確実

に前に向かって歩んでいる意気込みが中央に

伝わってきている。80年前に運行したという 

「立侵武多」の復元は、新聞では全国版に掲

載されノました。また、ユニークなイベントの

ゴニンカン世界選手権大会も同じく東京にも

紹介されています。伝統の青森ねぶた、弘前

さくらまつりと異なり、無から有を生み-tどし

ての全国へのアピールは五所川原の持ち前の

パワーを発揮した実例と言

えましよう。 

新しい街づく りも進んで

いるようです。そして「へ

っちょまーっり」 といった心

が踊るイベントも新登場、 

市の活性化を目指す気構え

が感じられます。 「面白そー 

うだな、五所川原というと

ころはー」。これからも、こ二

んな思いを抱かせてくれる

よう楽しみ、にしてル、まーす。 雨天の中運行した立位武多 

5 平成8年11月15日 

し 	ば 
	

ゆたか 

司 波 	寛さん（59歳） 

都市計画家 

東京都目黒区南1-18-29 

機会を得て、五所川原のまちづく りの計1画 

策定に参画いたしました。先ずこ、その折感じ 

たことを少々。 

日本は長い間、高度成長を続け、 プラスも

ありましたが多くのマイナスもありました。 

そうした中で、五所川原を含む津軽地方はこ

うした波に乗り遅れました。 

この過程では、私のような都会者には伺い知

れない苦しみが沢山あったと思います。そし

て今、日本はあの馬鹿げた高度成長を終わり、 

I欠の時代を模索しはじめました。その今、津軽

は輝きはじめたと思います。 日本がこれから

目指す社会の見本が津軽にあるのです。乗り

遅れた津軽は、実は乗り遅れたのではなくて、 

地獄へ行く列車に乗るのをやめたのでした。 

i欠に、五所川原に期待することを少々。 

以上のような訳ですから五所川原は今、 日

本の最先端を行っているという認識をもって、 

地域社会の建設に取り組ん 

でいただきたいと思います。 ー 

難しいこととは思いますが

本物を大事にすること、 こ

れノさえやれオてノば未来は五二Fi斤， 

川原の前にひらけると思い

ます。 

五所川原市役所 容35- 2111 
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平成8年11月15日 

テツナキ「オニ 

五
所
川
原
方
言
 

津
軽
各
地
の
方
言
は
そ
の
地
理
的

条
件
の
良
さ
も
あ
り
、
地
域
差
の
小

さ
い
均
質
な
方
言
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
一
方
で
、
か
つ
て
の
藩

都
で
あ
「
た
弘
前
市
の
こ
と
ば
と
五

所
川
原
市
の
こ
と
ば
と
を
比
較
す
る

と
、
五
所
川
原
市
の
こ
と
ば
に
は
敬

語
表
現
が
出
に
く
か
っ
た
り
、
五
所

川
原
市
近
郊
で
し
か
通
じ
な
い
表
現

が
あ
っ
た
り
な
ど
、
詳
細
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

ド
サ
？
ユ
サ
 

東
北
の
方
言
で
は
共
通
語
で
「に
」
 

と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
全
て
「
サ
」
 

に
言
い
換
え
て
し
ま
う
の
で
「
ド
サ

？
ユ
サ
」
で
通
じ
る
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
が
、
本
当
に
共
通
語
の
「に
」
 

は
「
サ
」
に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
今
日
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
 

五
所
川
原
で
は
「
ガ
ッ
コ
サ
 
イ

グ
」
「ガ
ッ
コ
ネ
 
イ
グ

（
学校
に
行

く
）」
のよ
う
に
、
共
通
語
で
「
に
」
 

と
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
「サ
」
や
「ネ
」
 

で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
の
使
 
 

わ
れ
力
を
見
て
い
る
と
、
両
表
現
を

混
用
し
て
お
り
、
世
代
差
が
あ
る
よ

う
で
す
。
 

た
と
え
ば
、
あ
る
年
輩
の
話
者
は
 

「子
供
の
頃
は
『
ネ
』
を
多
く
使
「
 

て
お
り
、
 『サ
』
を
使
い
出
し
た
の

は
比
較
的
最
近
だ
」
と
内
省
し
て
く

れ
ま
し
た
。
少
し
詳
し
く
聞
い
て
い

る
と
、
 「サ
」
の
使
わ
れ
方
は
福
島

や
宮
城
な
ど
南
東
北
で
の
使
わ
れ
方

よ
り
も
広
い
よ
う
で
す
。
 

ヒ
ロ
サ
ギ
サ

イ
ダ

（
弘前
に
居
る
）
 

場
所
を
示
す
 

ア
ッ
チ
サ
 
イ
グ
（
あ
「ち
に
行
く
）
 

方
向
を
示
す
 

セ
ン
セ
サ
 
キ
グ

（
先
生
に聞
く
）
 

動
作
の
対
象
を
示
す
 

セ
ン
セ
サ
 
ナ
ル
（
先生
に
な
る
）
 

変
化
の
結
果
を
示
す
 

オ
ョ
グ
サ
 
イ
グ

（
泳
ぎに
行
く
）
 

目
的
を
示
す
 

シ
ズ
ガ
サ
 
ナ
ル
（
静
か
に
な
る
）
 

状
態
の
変
化
を
示
す
 

イ
ヌ
サ
 
ボ
ラ
ェ
ダ

（
犬
に追
い
か

け
ら
れ
た
）
 

動
作
を
受
け
る
と

き
の
、
動
作
主
体
を
示
す
 

ア
メ
サ
 
フ
ラ
ュ
ル
（
雨
に
降
られ

る
）
 

動
作
を
受
け
る
と
き
の
、
 

動
作
主
体
を
示
す
 

（
結
婚
式
の披
露
宴
で
ど
ん
な
料
理

が
出
た
の
か
を
聞
か
れ
て
）
 

タ
イ
サ
 
ヒ
ラ
メ
ダ
べ
、
ソ
ェ
ガ
ラ
 

（鯛
に
平
目
）
 
付
け
加
え
を
示
す
 

「サ
」
は
共
通
語
の
「
に
」
の
意
味

領
域
を
ほ
ぼ
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
以
下
の
表
現
は
、
年
輩
者
は
使
う

と
答
え
る
も
の
の
、
四
十
代
以
下
の

人
々
で
は
「使
え
な
い
」
、も
し
く
は
 

「変
な
感
じ
が
す
る
」
と
回答
し
た
、
 

い
わ
ゆ
る
世
代
差
が
あ
る
表
現
で
す
。
 

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

＊
サ
ン
ジ
サ
 
ハ
ジ
メ
ル

（
三時
に

始
め
る
）
 
時
間

の
指
定
を
示
す

＊
ツ
ル
ツ
ル
サ
 
ナ
ル
（
つ
る
つ
る

に
な
る
）
 

状
態
の
変
化
を
示
す

＊
ピ
カ
ピ
カ
サ
 
ヒ
カ
ル
（
ぴ
か
ぴ

か
に
光
る
）
 
状
態
を

示
す
 

＊
オ
イ
ワ
イ
サ
 
ジ
シ
ョケ
ダ

（
お

祝
い
に
辞
書
を
く
れ
た
）
 

そ
の

資
格
の
あ
る
こ
と
を
示
す
 

(＊
は
世
代
差
の
認
め
ら
れ
た
表
現
）
 

ま
た
、
次
の
二
表
現
は
、
 「サ
」
 

を
使
っ
て
表
現
す
る
の
は
不
自
然
と
、
 

い
ず
れ
の
世
代
も
が
回
答
し
た
も
の

で
す
。
 

*
＊
ホ
ン
 
カ
ネ
グ

（
本
を買
い
に

行
く
）
 
目
的
を

示
す
 

*
＊
ハ
ケ
ダ
ネ
 
ハ
ケ
ダ
（
走り
に

走
「
た
）
 

動
作
の
強
調
を
示
す
 

(
*＊
は
、い
ず
れ
の
世
代
で
も
「サ
」
 

で
表
現
す
る
の
は
不
自
然
と
し
た
も

の
）
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
 一
般
に
、
方
向
性
が
強
く
現
れ

る
表
現
で
は
「
サ
」
が
使
わ
れ
、
逆

に
方
向
性
が
見
出
し
に
く
い
も
の
で

は
「
サ
」
が
使
わ
れ
な
い
と
い
う
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

「五
所
川
原
市
史
」
言
語
編
 

た
と
え
ば
朝
起
き
て
三
十
分以
内

に
私
た
ち
が
使
う
道
具
や
動
作
のこ

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
る
と

私
た
ち
は
日
常
を
ほ
ぼ
同
じ動
作
で

過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
、
私
た
ち
の
日
常
に

密
着
し
た
動
作
や
行
為
に
は便
宜
的

な
記
号
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が

こ
と
ば
で
す
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た

日
常
的
な
動
作
や
道
具
で
あり
な
が

ら
、
五
十
年
前
の
そ
れ
ら
と
は
明
ら

か
に
ど
こ
か
が
違
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
と
ば
を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
実
は
そ
の
時
代
の
生
活
や
日
常

を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
のよ
う
で

す
。
今
は
当
た
り
前
の
こ
と
ば
で
あ
 

「
て
も
、
五
十
年
後
に
は
懐
か
し
い

こ
と
ば
に
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
 「五
所
川
原
市
史
J
e
l」
『
 

語
編
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
編

集
を
し
て
い
ま
す
。
 

刊
行
は
平
成
九
年
一
月
だ
そ
う
で

す
。
皆
さ
ん
の
生
活
語
が
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
う
ぞ
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
 

遊
び
方
ー
オ
ニ
フ
タ
リ
エ
ラ
ブ

オ
ニ
ジ
ャ
ナ
イ
ヒ
ト
ワ
 
ニ
ゲル
。
 

（
鬼
を二
人
選
ぶ
。
鬼
じ
ゃ
な
い

人
は
逃
げ
る
。）
 

  

呆
だ
よ

り
  
⑩
 

語
編

と
五
所

川
原
の

こ
と
ば
 

近
・
現
代
部
会
 佐
 
藤
 
和
 
之
 

 

   

   

,
 

,
 



ご存じですか？ 

戸一、V一 N／ ×へ 

"14日以内に国保の届け出すること” 
国保の全世帯または一部に次のような異動があった場 

合、世帯主は必ず14日以内に市役所あるいは支所の担当 

窓口まで届け出ましよう。 

~ 

他の市区町村から転入してきたとき。 印かん、他の市区町村の転出証明書。 

国
保
 

職場の健康保険をやめたとき。 印かん、職場の健康保険をやめた証明書。 

事に
―は 

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき。 印かん、被扶養者ではない理由の証明書。 

・

霊
B
 

、
‘
、
・・
・
 

 

三
ョ
ミ・ 
一

・f
 

、

・
ソ
‘
●
・
“
 
 

子
 
生
 
ど
 

活
 
も
 

保
 
が
 

護
 
生
 
を
 
ま
 
受
 
れ
 
け
 
た
 
な
 
と
 

く
 
き
 
な
 

し
！
Z
、
‘J、
」
く
 
 

o
 
っ
 

、
ン‘
」
 

 
た
 
き
 

印かん、保険証、母子健康手帳。 

印かん、保護廃止決定通知書。 

ミ  

外 国 人 が は い る と き o  外国人登録証明書。 

他の市区町村に転出するとき。 印かん、保険証。 

響 職場の健康保険にはレ、ったとき。 印かん、国保と職場の健康保険の両方の保険証 

（後者が未交付のときは加入したことを証明す

るもの）。 
罵職場の健康保険の被扶養者になったとき 

亡
 
う
 
し
 

に
 
た
 
な
 
き
 
た
 

め
る
と
き
 

と
 

っ
 

ン
」
 

・
き」
 
 

険
 

受
 
め

保
 
活
 
国

被
 
護
 
が

国
 

生
 
外

保
 
を
 

や

の
 

保
 
人

が
 

る
 
と

者
 
け
 

る

死
 
よ
 

き
 

印かん、保険証、死亡を証明するもの。 

印かん、保険証、保護開始決定通知書。 

保険証、外国人登録証明書。 

退職者医療制度の対象となったとき。 印かん、保険証、年金証書。 

同じ市区町村内で住所が変わったとき。 印かん、保険証。 

そ 世帯主や氏名が変わったとき。 

の 世帯主が分かれたり、いっしよになったとき。 

他 出かせぎや、長期旅行に行くとき。 

修学のため、別に住所を定めるとき。 印かん、保険証、在学証明書。 

保険証をなくしたとき（あるいは汚れて使えな
くなったとき）。 

印かん、身分を証明するもの（使えなくなった
保険証など）。 

r 問い合わせ 	 1 
L 市国保年金課保険給付係容内線214・215 」 

7 平成 8年11月15日 
	

五所川原市役所 公35 -2111 
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平成 9年度 

母子寡婦福祉資金 
（修学資金等） 

予約貸付の受付 
◇対象者 経済的に困難な事情にある母子寡 

婦家庭で、児童が高等学校・短期大学・ 

大学・高等専門学校及び専修学校等に進 

学もしくは入学を希望する方 

◇提出書類 

①貸イ寸申請書 

②添不」一書類 

イ）貸イ寸申請者の戸籍謄本 

ロ）配偶者のない女子で、現に児童を 

扶養していることを証明する書類 

ハ）進学証明書 在学している学校か 

らの進学証明書 

ニニ）支度資金所要額内訳書 

※提出書類は、福祉事務所にあります。 

◇提出期限 11月18日（月）-12月20日（金） 

なお、上記期限後も貸イ寸申請の受不れま、 

随時行っております。 

◇問い合わせ 市福祉事務所 福祉課 

客内線543 

講演会及び良食味米 

ーコンクール表彰式 

お知らせ 

平成8年分 

年末調整説明会 
◇日時 11月26日（火） 

◇会場 ふるさと交，流圏民センター 

◇対象地区及び開始時亥リ 

〔五所川原市〕 	10 】 00- 

〔鱗鷲柏〕13 : 30- 
◇問い合わせ 

五所川原税務署 法人課税部門 

" 34 - 3136 

平成9年度（ 4月入所） 

保育所入所申請受付 
◇受付期間 11月18日（月）-12月20日（金） 

なお、上記期間以外でも随時受イ寸します‘ 

◇受付場所 市福祉事務所、各保育園（所） 

※保育園（所）によっては、乳児（0歳児） 

障害児（軽度、 中度）も入所できます。 

◇申請・間い合わせ 

市福祉事務所 福祉課児童係 

合内線542 
五所川原地域農業改良普及センター及び五 

一 所川原地区農業改良普及事業協議会では、む 

’ つほまれを中心とした良食味米のコンクーノレ 

を開催します。 

今年収穫された米の試食もありますので皆 

様ふるってーご参加ください。 

く＞とき 11月28日（木） 13 : 00- 
◇ところ 市中央公民館 

◇内容 

①基調講演 

「米をめぐる情勢と 

消費地の動向について」 

講師】青森県産米需要拡大推進本部 

顧問 奥村 和隆氏 

②良食味コンクール表彰式】 

五所川原市・鶴田町・板柳町一より出品 

された米をおいしい順に表彰します。 

◇問い合わせ 

五所川原地域農業改良普及センター 

合 34 - 2111 内線246 

遺児入学祝金等 

の給付 
◇対象児童 義務教育終了前の者で、母子世 

帯、父子世帯、父母のいない世帯等のい 

ずれかの世帯に属する折1童 

◇申請書類 

①遺児入学祝金等受給申請書 

②口座振込申出書 

※申請書類は、福祉事月努所及び各小中学 

校にあります。 

◇提出期限 12月 9 日頃まて三 

なお、提出期限は各学校によって違う 

ため、担当者の指示に従ってください。 

また、上記期限後も申請受イ寸は行って未) 
ります。 

◇問い合わせ 市福祉事務所 福祉課 

合内線540 

平成 8年11月15日 8 



「子どもの人権専門委員」 
子どもの人権専門委員は、子どもの悩みご

とや困ったことにつレいての相談にのります。 

どんな小さなことでも一人で悩まないで相

診ミしてください。 

〇子どもの人権専門委員 

太田 啓子一委員 容34 - 4274 

◇ r: ども人権110番」◇ 
毎週月曜日から金曜日 （但し祝祭日を

除く）の午前 8日寺30分～午後 5 時まで子一

どもの悩みごとや困ったことについての

相談を受けております。電話番号1ま下記

のとおりです。 

「子ども人権110番」雪O117-74- 1020 
青森地方法務局人権擁護課 

第2回 

軽スポーツの集い 

ぐ＞とき 11月24日（日） 受付-8 :3O-

◇ところ 市民体育館 

◇競技種目 

(1）ソフトバレーボール（女子・I昆合の部） 

(2）インディアカ（男子・女子・混合の部） 

(3）チャレンジ・ザ・クゴーム（制限なし） 

(4）ニチレク・ボール（制限なし） 

※混合の部は、大人男1名女 2名、子一

ども男女各 2名の計 7名、その中よ

り選手4名（大人男女2名、子一ども

男女 2名）で競技を行います。 

(5）公開種目として、レクリエーションダ

ンス 「ディスコ・五所川原」、 ラージ

ボール卓球、ターゲッ トバードゴルフ、 

バウンドテニスなどの軽スポーツも行

います。 

◇申し込み・問い合わせ 申込書に記入の上、 

下記へ申し込みーください。 

市教育委員会 生涯スポーツ課 

客内線570 

お知らせ 
消防本部で正午に吹鳴しているサイレ 

ンを修理のため、11月いっぱい吹鳴出来 

ませんのでお知らせします。 

9 平成 8年11月15日 

第48回人権週間 

(12月4日～10日） 

青森地方法務局と青森県人権擁護委員連合 

会ではI欠の強調事項を掲げ、県民の皆さんに 

人権尊重思想の大切さを呼びかけています。 

@）子どもの人権を工ミ与ュろう 一 「いじめ」 

をしない・させない・見逃さなしい一

⑥国際化日寺什こ（こ／5、さわしい人権意識を育 

てよう 

@）音β落差別を t」：くそう 

⑥女性の比l位を高めよう 

@）障害者の完全参加と平等を実現しよう 

@）高齢者の住みよい社会を築こう 

「人権週間」にあたり、私たち一人ひとり

が、人権について考え、明るく豊かな社会を 

ーっくりましょう。 

なお、毎日の生活の中で、お困りのときは、 

青森地方法務局五所川原支局（五所川原市字 

ーッ谷115の1 雪3 4 - 2 3 30)、または、 

お近くの人権擁護委員にご牛目談ください。 

相談は無料で、秘密は厳守します。 

当市の人権擁護委員はi欠の方々です。 

執
 
馬
 
郁
 
夫
 

松島町 7 丁目20 34-3121 

詰鶴谷禄郎 新宮町17-1 35-2440 

原
 
芳
 
江
 

松島町 7丁目54 35-8590 

原大村 光子 旭町2 35-6363 

窟山口千代一 毘沙門字中熊石211-1 36-3938 

」擁
 

坂
 
本
 
憲
 
昭
 

錦町一1-101 34-2293 

護中川 兵一 豊成字田子浦104-3 29-3073 

育太田啓子 み、どり田丁 4丁目18 34-4274 

浅
 
見
 
則
 
昭
 

松島町 7 丁目75 35-8121 

◇◇◇特設人権相談所開設◇◇◇ 

例えば次のようなことでホシ脳み、の方（こ

＊家族間によるもの 

＊近隣関係によるもの 

＊学校・職場内のもの 

このほか登記・イ昔地・イ昔家に関する問

題、交通事故に伴うもの、その他につい

て二もご牛目談に応じまーす。 

と き 12月 6 日（金） 10: 00-15 : 00 
ところ 	「五1公苑」本町33 客 35 - 2882 
相談担当者 人権擁護委員、法務局職員 

五所川原市役所 公35-2111 



人生に大きな安心 

始保新 瑞順市 

3びまる子誉やh 

翻餓航議配国民年金 

ム
月
の
」
慧
血
も
 

も
ら
っ
た
し
 

今
度
は
 

温
泉
に
で
も
行
く
か
な
 

な
あ
ぱ

あ
さ
ん
 

臓 

 

灘灘I 

  

自衛隊生徒（陸・海・空）の募集を行って

います。 

＊資格 平成9年4月 1日現在15歳以上17歳
未満の中学卒業（又は見込み）の男子一

＊受付期間 平成8年11月1日（金）～平成9年1月4日（土） 

＊試験 〔1次〕平成 9年1月 5 日（日） 

[2次〕平成 9年1月22日～26日の

間の指定する 1日 

＊場所 五所川原市中央公民館（1次試験） 

＊詳しくは、 自衛隊青森地方連絡部五所川原

募集事務所（五所川原市栄町34-5 合 35-23O5) 

◆募集人員 40名 

◆修業年限 3年（ただし、第 3学年は臨床 

実習とします。） 

◆入学資格 准看護婦（士）で、次のいずれか 

に該当する人。 

(1）免許取得後、3年以上看護業務に従事 

した人。 （平成 9年 3月で 3年就業終 

了見込みの人を含む。） 

(2）高等学校卒業者（平成 9年 3月卒業見 

込みの人を含む。） 

(3）高等学校衛生看護科卒業者（平成 9年 

3月卒業見込みの人を含む。） 

◆願書受付期間 

平成 9年1月13日（月）~1月22日（水） 

（ただし、土・日を除く。） 

◆試験期日 平成 9年 2月13日（木） 

◆試験科目 現代社会、国語、英語、看護学、 

作文、面接 

◆願書受付場所・試験会場・問い合わせ先 

市立高等看護学院（布屋町41) 
胃 34 - 2715 

募 集 

第2回 

女性問題懇話会 I 
~ 

く＞日日寺 11月30日（土） 10 】 00-12:00 
◇場所 働く婦人の家 3 階ホーノレ 

※詳しくは、「I2こ報ごしょがわら10月15日号一」 

3ページをご覧ください。 

r. . 	. 	. 	. 	. 	. 	. . 	.  

社会福祉大会開催 

講演『いつまでも明るく元気で若々しく』 
講師 元五所川原小学校長 

ノ1、木洋 謙ー氏 

◇とき 11月18日（月） 9 : 00 
◇ところ 市中央公民館 

◇問い合わせ 社会福祉協議会 合34 - 3494 

～日常の悩みや心配ごとに 
あなたの立場になって 
助言・援助（解決）します～ 

生活福祉なんでも相談所 
⑥安心してご利用ください。（@) 

（秘密を守三り、木目談は無米斗です。） 

◇とき 毎日、10 : 00-15 : 00 
（土・日・祝日を除く） 

◇ところ 五所川原市老人福祉センター 

内（岩木町、市民会館裏） 

◇問い合わせ 五所川原市社会福祉協議 

会 ”34 - 3494 

平成 8年11月15日 10 

料理教室「2加ボルトクラブ」 

参加者募集 

◇日時 12月 4 日（水） 10 : 00--13 : 00 
◇場所 東北電力（株） 五所川原営業所 

（田町113-1) 2階 電化教室 

◇募集人員 15名。定員になり次第、締め切 

ら・せてルソとだきます。 

◇教材一費 500円 

◇申し込み方法 11月27日（水）までに、電話 

でお申し込みください。 

~ く＞申し込み先 

東北電力（株） お客さまサービス課 

合 35 - 2151 小坂（内線364) 

r「 9年度「看護学生」募集 



ど豊票登 a 筆で竺姫募讐てでご鷺讐讐灘
津牲鉄迫からのお知らせかミ 

，難燕I 	「“鳶鷲里癖雌国 

12 月 1 日（日）喜良市線架道橋かけ

替え工事のため、嘉瀬～金木間の列車を

運休しバス代行にて輸送いたします。 

当日‘ま名・駅の発車旧寺刻が変更になりま

すので時刻をお確かめのうえご乗車くだ・

さるようご協力お願い致します。 

【お問い合わせ先】 

津軽中里馬尺

金 ；木 駅 

津軽鉄道；本社 公34 2 1 48 公3 4 - 2 1 48 
2 3 4 - 2 1 49 
公57 -2050 

2 5 3 - 2056 

新受入図書のご案内 
市立図書館容34-4334 

図書館では、物語の本とすてきな絵本をた

くさん入れました。 どうぞご利用になってく

ださい。 

難鷲織麟難舞議議鷲 難舞難 名 

こども10大ニュース1995 こども 
ニュース研究会 

こどもウインドウズ’95マニュアル 岩 佐 澄 男 

ムーミンママのお料理の本 サミ・マリラ 

園 	芸 	図 	鑑 さとうち 	藍 

たのしい紙ヒ コ一キ集 吉 田 辰 男 

大地震にあった子どもたち 震災をったえる会 

少 年 と 黒 魔 女 の 淵 「
B
 

「
B
  

ライオンと歩いた少年 
コ二リ ック・ 

キャンべル 

ビ ル ボ の 別 れ の 歌 
ポーリン・ 

べインズ 

グレイ・ラビットのおはなし 
マーガレッ ト・

ラ二ンノペスト 

生き方の研究（全8 巻） ほるぷ出版 

縄 文 の 子 ど も た ち コ
小
 
「
山
 

三
 

修
  

大型絵本 ひとまねこざるシリーズ H・ A ・レイ 

ク レョ ン王国シリ 一ズ 福 永 令 三 

バ 一 バ パ パ え ほ ん ア
 

・h
ー
  

ネ
 
ッ
 
・
チ
 

ゾ
 
ン
 

くさいくさいチーズぼうや＆
たくさんのおとぼけ話 

レイン・スミス 

ブ リ ガ ー ド ン の 朝 」
裕
 
”
康
 

野
  

アナグマのもちよりパーテイ 
スーザン・ 

バーレイ 

女 	王 	の 鼻 デ
 
イ
 
ッ
 
ク
 
・

ス
 

Kミ
 
・

ス
 

ぼくのもらったすごいやっ 
バーリ一ー 

ぐーアテイ 

ギルガメシュ王ものがたり 
ノレドミラ 

ゼーマン 

ナルニア国の住人たち 
ポーリン・ 

べインズ 

「弥生の村」を探しっづけた男 鈴 木 喜代春 

さ さ や き 貝 の 秘 密 
ヒュ一・ー・ 

ロフテイング 

市税の納期 
固定資産税（第4期） 

国民健康保険税（第5期） 

12月2日（月） 

11 平成8年11月15日 

文化講演会 
「縄文時代の文化交流 

ー津軽を中心として―」 
福田 友之氏（青森県立郷土館学芸

主幹・五所川原市史編集委員） 

◇日時 11月24日（日） 13 : 30- 
◇場所 市立図書館 2階 

◇入場料 無料・ 

◇研究発表 

「中近世陶磁器から津軽史を切る」 

半沢 紀氏（北奥文化研究会会員） 

◇主催 北奥文化研究会 

五所川原おやこ劇場 
第 50回例会 

レと き 12月 1 日（日） 18 : 30-

ンところ オルテンシア 小ホール 

五所川原市役所 合35-2111 



はつらつ女性課内線232・234 

― 苫×工。一1  

健康相談室 
お気軽にご利用ください豊麟謝 

＠持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

11月28日 10 : 00 - 
馬 性 集 会 所 

（木） 11 : 30 

11月29日 10 : 00-'-- 
田 川 集 会 所 

（金） 11 : 30 

12月 2 日 12 : 30 - 
前 落 集 会 所 

（月） 14 : 00 

コミュニテイ 12月 2 日 11 : 30 - 
ハウス原子一 （月） 12 : 30 

12月 3 日 10 : 00 - 
高野文化センター 

（火） 12 : 00 

12月 4 日 10 】 00 - 
長富消防センター 

（水） 12 : 00 

12月 7 日 10 : 00 - 
森 	の 	家 

（土） 12 : 00 

献血のご 
これからの寒い時期は、特に血液の在庫量

が不足気味となります。 

輸血を必要とする患者さんのために、 ご都

合がよろしい方は献血へのご協力をお願いい

たします。 

期 	日 時 間 場 	所 

11月18日 9 : 00 - 五所川原 

（月） 15 : 00 第一高等学校内 

すこやか発育相談 
◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

(6 カ月児のみおしぼり、 ベビースタイ） 

開 設 日 時 	間 

6 カ 月 児 

健康相談 12月17日 受付時間 

l平成 8年 、 し人こ） 12 : 30-12 : 45 
、5月生まれノ 

12月 4 日 10 : 00--12 : 00 
（水） 13 : 00-15 : 00 

母 と 子の 

相 談 日 12月18日 
10 : 00-12 : 00 
13 : 00-15 : 00 

（水） 
※午後は予約相談 

※予約相談は随時、電話で受けイ寸‘ナています。 

すくすく健診 
◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

◆受付一日寺間 12 】 30-12 】 45 
◆持参するもの 母子健康手帳、 バスタオル 

対 象 児 期 	日 

4力月児 

健 	診 

5杓戎 8年 

7 月生まれノ 

12月 3 日 

（火） 

1 歳 
6力月児 
健 	診 

平成 7年 

6月生まれ 

12月24日 

（火） 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成 5年 

6月生まれノ 

12月19日 

（木） 

※お願い （ユ)4 カ月児健診では、神経芽細胞腫検査

セットを配布しますので、来れなかった方は母子一

健康手帳を持参のうえ、 はつらつ女性課窓口にも

らいにきてください。 

（②）3歳児健診では尿検査がありますので、尿を

ノ」、ビンにいれて持参すると便利です。 

③体調のよくない子どもさんは、翌月の健診を

受けることができますのでご連絡ください。 

④詳細については「ごしょがわら健康ごよみ」 

をご覧ください。 

西北五Rh（一）友の会からのお知らせ 

西北五Rh（一）友の会は、西北五市町才寸内

に居住して li、るRh（一）血液保有者で組織さ

れており、万がーの際に必要な血液の確保を

第一の目標としてル、ます一。 

入会希望など詳しくは、 はつらつ女性課ま

でお問い合わせください。 （雪内線232) 
~  

五所川原市役所 公35-2111 	 平成 8年11月15日 12 
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